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資
料
館
運
営
委
員
長

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
も
、
こ

れ
で
三
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
。

近
頃
は
、
一
年
か
二
年
の
間
を

お
い
て
再
度
資
料
館
を
訪
れ
る

人
も
間
々
い
る
が
、
た
い
て
い

は
「
前
に
見
た
か
ら
…
…
」
と

言
い
な
が
ら
、
見
損
な
っ
た
ビ

デ
オ
く
ら
い
は
見
て
も
、
あ
と

は
二
階
の
展
ホ
場
の
入
口
に
立

つ
だ
け
で
、
わ
か
っ
た
よ
う
な

気
に
な
る
ら
し
い
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
三
年
目

に
入
る
と
再
度
こ
こ
を
訪
れ
る

人
が
増
え
そ
う
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
人
々
に
と
っ
て
、
「
前
に
も

見
た
」
の
で
は
な
し
に
、
「
改
め

て
見
直
し
た
L

思
い
が
持
て
る

展
示
場
を
目
指
し
た
い
。
も
っ

と
も
、
展
ホ
品
に
は
限
り
が
あ

る
か
ら
、
見
学
者
の
視
角
を
変

え
る
な
ど
し
て
、
初
め
て
見
た

よ
う
に
印
象
付
け
る
工
夫
も
必

要
で
あ
る
。

大
切
な
こ
と
だ
が
、
資
料
館

は
こ
こ
を
訪
れ
る
人
の
た
め
の

転

機

の
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
人
々

が
資
料
館
に
何
を
求
め
て
い
る

か
、
も
っ
と
積
極
的
に
聞
き
出

す
の
が
先
決
か
も
し
れ
な
い
。

三
団
体
で

J

ら
い
予
防
法
特
集
CJ

日
患
同
盟
、
全
患
協
、
全
医

成
田
年

稔

も
し
、
私
た
ち
が
そ
の
よ
う
な

声
に
応
え
ら
れ
れ
ば
、
資
料
館

は
い
つ
ま
で
も
多
く
の
人
々
に

守
ら
れ
な
が
ら
、
確
か
な
育
ち

を
続
け
る
だ
ろ
う
。

労
共
同
編
集

(11
月

6
日
付
）

号
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
。

一
面
は
ら
い
予
防
法
特
集
号

▼
踏
み
に
じ
ら
れ
た
人
権
回
復

ヘ
▼
強
制
隔
離
九
十
年
「
ら
い

予
防
法
」
見
直
し
が
山
場
▼
医

療
介
護
の
充
実
今
こ
そ
、
な
ど

の
見
出
し
と
共
に
、
関
係
者
の

声
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

．ヽ
ヽヽ

＇ヽ▲冒・』」七』，`
↑』↑。、、＇」』ヽ

l‘

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
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上
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ま
す
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屡予翠鼠旱雇9ハi嘉
云大防し防見規ン載中
理谷法て法‘定セしか
事藤見き L 差しンてら
長郎直たの 別

・し厚見 黒患
‘病畏朝

は財検生直助著者 Jl
日

厚生省の検討会が報告書
す新道取題斉 翌の各 表り報十重亘昨討法-,八団討省し長．の ~o 聞しりをに嘉九ニテ同しま

日法会の問
‘人 L -,題な

家強 のた上大こ聞日ュレ日たと靡五焚貪干含蘭合塁
族制 記がげきのは朝 lビ夜°めを八結議回はし予省

予藤匝らをらへ隔 事‘報く問ーの又局の 発取日果をに‘検防の

防
法
の
廃
止
を
求
め
る
報
告
書

を
ま
と
め
た
。

厚
生
省
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
の
入
所
者
の
医
療
・
福
祉

を
保
障
す
る
条
項
を
盛
り
込
ん

だ
予
防
法
廃
止
法
案
を
来
年
の

通
常
国
会
に
提
出
す
る
。

予
防
法
に
つ
い
て
は
、
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
所
長
連

盟
が
昨
年
十
一
月
、
日
本
ら
い

学
会
が
今
年
四
月
、
そ
れ
ぞ
れ

廃
止
を
求
め
る
見
解
を
発
表
し

た
。
廃
止
を
求
め
る
医
学
界
な

ど
の
動
き
を
受
け
て
、
厚
生
省

は
七
月
、
医
師
や
法
律
家
、
全

国
ハ
ン
セ
ン
病
串
革
臼
協
議
会
代

表
ら
か
ら
な
る
検
討
会
を
つ
く

り
、
法
律
の
廃
止
に
伴
う
問
題

点
な
ど
を
話
し
合
っ
て
き
た
。

報
告
書
は
「
隔
離
政
策
を
基

本
に
し
た
考
え
方
は
、
今
日
の

医
学
的
知
見
に
照
ら
す
と
、
当

然
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

予
防
法
の
見
直
し
は
遅
れ
た
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
国
の

政
策
の
誤
り
に
言
及
し
て
い
る
。

国
立
、
私
立
合
わ
せ
て
十
五

医
学
の
常
識
や
国
際
的
な
潮

流
に
逆
行
す
る
「
隔
離
政
策
」

の
根
拠
と
な
っ
た
法
律
は
、
一

九

0
七
年
（
明
治
四
十
年
）
の

旧
法
制
定
か
ら
九
十
年
近
く
を

経
て
、
よ
う
や
く
姿
を
消
す
こ

と
に
な
っ
た
。

来
年
の
通
常
国
会
へ

の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
生
活

す
る
約
六
千
人
の
入
所
者
に
対

し
て
は
、
「
社
会
全
体
の
責
任
と

し
て
、
一
般
社
会
保
障
制
度
と

は
異
な
っ
た
特
別
の
政
策
上
の

配
慮
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
」
で

森
井
忠
良
厚
相
は
八
日
、

ら
い
予
防
法
廃
止
の
方
針
決

定
に
と
も
な
っ
て
、
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
の
入
所
者
の
代

表
ら
に
直
接
会
い
、
ハ
ン
セ

ン
病
が
治
癒
可
能
な
病
気
と

判
明
し
た
後
も
同
法
を
改
正

し
な
い
ま
ま
放
置
し
て
き
た

入
所
者
ら
に

反
省
表
明
へ

森
井
厚
相
が
意
向

あ
る
と
し
て
、
国
費
に
よ
る
医

塵
供
、
家
族
へ
の
援
護
障

害
年
金
一
級
に
相
当
す
る
給
与

金
（
月
額
八
万
一
千
八
百
二
十

五
円
）
の
支
給
な
ど
、
生
活
全

般
に
及
ぶ
施
策
を
こ
れ
ま
で
通

り
続
け
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
報
告
書
は

①
入
所
者
の
平
均
年
齢
が
七
十

歳
に
達
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
治

癒
し
て
も
視
覚
障
害
や
肢
体
不

自
由
な
ど
の
後
遺
症
が
あ
る

②
根
強
い
社
会
的
偏
見
・
差
別

に
よ
っ
て
、
多
く
の
入
所
者
が

家
族
と
縁
を
切
っ
た
り
、
結
婚

に
際
し
優
生
手
術
を
受
け
た
た

た
め
、
根
強
い
偏
見
・
差
別

の
解
消
が
進
ま
ず
、
入
所
者

ら
に
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
反

省
の
意
を
表
明
す
る
意
向
を

固
め
た
。

森
井
厚
相
が
施
設
を
訪
問

す
る
か
、
全
国
の
療
養
所
入

所
者
の
代
表
を
厚
生
省
に
招

い
て
、
反
省
と
慰
謝
の
言
葉

を
伝
え
る
。

め
に
、
頼
る
べ
き
子
供
や
家
族

が
い
な
い

③
長
期
に
わ
た
る
療
養
生
活
の

結
果
、
療
養
所
が
生
活
の
場
に

な
っ
て
お
り
、
入
所
者
自
身
が

余
生
を
い
ま
ま
で
通
り
過
ご
し

た
い
と
祈
念
し
て
い
る
‘
|
—
こ

と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

年
間
十
人
前
後
発
生
す
る
新

規
患
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
医

療
機
関
か
外
来
診
療
で
対
応
で

き
る
よ
う
、
治
療
薬
の
保
険
適

用
な
ど
必
要
な
処
置
を
国
に
求

め
て
い
る
。

ま
た
、
法
律
・
学
術
用
語
と

し
て
の
病
名
を
、
偏
見
が
つ
き

ま
と
う
「
ら
い
」
と
い
う
言
葉

か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
に
言
い
か
え

る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
ハ

ン
セ
ン
病
へ
の
正
し
い
理
解
を

促
す
た
め
の
啓
発
活
動
や
教
育

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
優
生
保
護
法
（
医
師

の
認
定
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
の
優
生
手
術
）
や
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
（
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
の
入
国
拒
否
）
の
規

定
も
同
時
に
削
除
さ
れ
る
。會
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昨
年
は
”
ら
い
予
防
法
“
に

ゆ
れ
た
一
年
と
い
え
る
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
が
、
こ
れ
程
多
く

取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
か
つ

て
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

厚
生
省
の
「
ら
い
予
防
法
見

直
し
検
討
会
」
の
報
告
書
も
出

さ
れ
、
今
年
の
春
に
は
何
ら
か

の
新
し
い
法
律
（
案
）
が
示
さ

れ
る
も
の
と
広
く
期
待
さ
れ
て

い
る
。資
料
館
も
早
や
開
館
二
年
半

と
な
り
、
入
館
者
も
昨
年
11
月

で
二
万
三
五

0
七
人
に
達
し
た
。

そ
の
う
ち
団
体
は
三
四
二
団
体

一
万
一

0
三
一
人
で
全
入
館
者

の
四
七
％
を
占
め
て
い
る
。

次
に
資
料
館
昨
年
一
年
間
の

主
な
行
事
を
記
す
と
、

▼
青
葉
小
学
校
86
人
の

「
ハ
ン

セ
ン
病
新
聞
展
」

2
月
2
2
日

▼
菊
池
恵
楓
園
、
琵
琶
崎
待
労

病
院
”
昔
む
か
し
写
真
展
"
4

月
18
日
S
6月
30
日

▼
資
料
館
二
周
年
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を

探
る
」
6
月
25
日

▼
第
二
回
全
国
精
神
障
害
者
と

の
交
流
会

8
月
6
日

▼
厚
生
省

「
ら
い
予
防
法
見
直

し
検
討
会
」
と

全
串
笛
血
「
ら
い

予
防
法
対
応
委

員
会
」
の
懇
談

会

8
月
10
日

▼
全
生
園
看
護

学
校
「
ハ
ン
セ

ン
病
の
明
日
を

考
え
る
展
」

10
月

27
日

S
1
1
月
26
日

関
連
事
項

.
「
ハ
ン
セ
ン
病

特
別
展
示

室
」
設
置

．
「テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
」
発
行

.
「
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
」
発

団体客で賑わう、一階受付ロピー

汎
ジ
菌
ジ
胴

oooo圃

一
九
九
五
年
の
あ
ゆ
み

一丁4
1
 

．
「
柊
の
垣
は
い
ら
な
い
」
出
版

記
念
会

．
「
東
村
山
三
十
景
」
標
設
置

•
N
H
K
T
V

「
心
の
垣
根
を

な
く
し
た
い
」
放
映

以
上
だ
が
、
そ
の
他
に
も
各

テ
レ
ビ
局
、
新
聞
社
な
ど
の
取

材
も
多
く
、
特
に
10
月
は
二
十

団
体
八
二
六
人
の
入
館
者
が
あ

り
、
館
内
は
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。

英
国
女
性
ハ
ン
ナ
・
リ
デ
ル

が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
救
済
の
た

め
、
熊
本
市
に
開
設
し
た
回
春

慶
（
昭
和
十
六
年
閉
鎖
）
の

開
院
百
周
年
記
念
事
業
が
11
月

2
0
.
2
1
日
の
両
日
、
リ
デ
ル
、

ラ
イ
ト
両
女
史
顕
彰
会
、
熊
本

日
日
新
聞
共
催
で
、
映
画
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
な
ど
が
多

彩
に
行
な
わ
れ
た
。

20
日
は
鶴
屋
七
階
ホ
ー
ル
で

映
画
「
小
島
の
春
」
を
上
映
。

午
後
は
猪
飼
隆
明
熊
大
教
授
、

藤
本
桂
史
・
リ
デ
ル
・
ラ
イ
ト

両
女
史
記
念
館
々
長
、
平
沢
保

治
・
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
運
営
委
員
、
由
布
雅

夫
・
菊
池
恵
楓
園
々
長
が
参
加

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
患
者
の
強
制
隔
離
を
目
ざ

し
た
ら
い
予
防
法
、
偏
見
差
別

の
問
題
等
の
話
に
三
百
人
余
の

参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
た
。

21
日
は
黒
髪
の
リ
デ
ル
・
ラ

イ
ト
両
女
史
記
念
館
で
午
前
中

記
念
祭
と
式
典
、
そ
の
後
レ
イ

ド
・
ボ
イ
ド
駐
日
英
国
大
使
夫

回
春
病
院
百
周
年

熊
本
で
記
念
事
業

別諸セ法事 園し
の問ン‘件強をてじ熊
解題病宗‘悶連約あ本
明を療教藤 載ーわ日

は合喜玉盃容贔斤嘉乱

亨戸詞り

II

し
あ
わ
せ
の
風
見
鶏
“

熊
本
日
日
新
聞
が
連
載

読
売
新
聞
社
主
催
の
第
45
回

全
国
小
・
中
学
校
作
文
東
京
都

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
聖
徳
学
薗
小

学
校
（
小
平
市
）
六
年
あ
さ
か

ぜ
組
の
吉
野
か
え
で
さ
ん
が
、

全
生
園
、
資
料
館
、
ら
い
予
防

法
の
こ
と
な
ど
を
書
い
た
「
柊

の
ト
ゲ
」
が
特
選
に
入
っ
た

(10

月
2
6
日
）
。

r
柊
の
ト
ゲ
」
が
特
選

東
京
都
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

人
に
よ
る
記
念
講
演
会
「
リ
デ

ル
女
史
が
後
世
に
残
し
た
も
の
」

が
行
わ
れ
た
。
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一九九五年九月二二日、

璽澁療養所多磨全生園高

松宮記念ハンセン病資料館

を見学致しました。

ハンセン病患者に対して

不治の伝染病、遺伝病とし

て断種や強制収容がなされ

患者及び家族が様々な迫害

を受けてきたこと、病気そ

のものの悲惨さについて学

びました。ハンセン病の歴

史は、人間が人間に対して

先駆者⑥

コ
ン． 
―ウ
五八 オ

七 I 
¥ Jレ

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を

人
権
尊
重
の
教
訓
に

犯
し
て
き
た
過
ち
と
人
権
抑
圧

の
歴
史
で
す
。
人
間
は
な
ん
と

酷
く
不
条
理
な
仕
打
ち
を
す
る

の
か
、
憤
り
と
悲
し
み
と
や
り

切
れ
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
患
者
救
済

の
為
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
宗

教
家
、
医
師
、
看
護
婦
の
業
績

及
び
、
全
生
園
入
園
者
と
自
治

会
が
全
生
園
の
土
地
の
緑
を
地

域
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
市
民
に

受
け
継
ぎ
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴

リ
ー
女
史
は
イ
ギ
リ
ス
の
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
に
生
ま
れ
た
。
家

系
は
名
門
で
う
っ
そ
う
と
し
た

森
に
囲
ま
れ
た
大
邸
に
住
み
、

一
族
の
使
用
人
合
わ
せ
て
二
0

0
人
に
達
し
て
い
た
。
幼
少
の

頃
か
ら
母
よ
り
信
仰
教
育
を
受

け
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で

あ
っ
た
。
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年

五
一
オ
の
身
で
単
身
日
本
に
渡

っ
た
。
そ
し
て
日
本
聖
公
会
に

属
し
、
東
京
・
横
浜
・
沼
津
な

ど
を
布
教
し
た
。
そ
の
間
、
熊

本
の
回
春
病
院
の
リ
デ
ル
の
経

営
事
業
や
、
好
善
社
経
営
の
目

黒
慰
廃
園
な
ど
の
ら
い
患
者
施

設
を
見
学
し
た
。
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
四
月
二

0
日
、
リ
ー

史
的
教
訓
と
一
緒
に
生
か
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
念
願
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
闇
が
深

け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
光
を
増
す

よ
う
な
人
間
性
の
尊
い
も
の
が

そ
こ
に
あ
る
と
感
動
し
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
人
権

抑
圧
の
教
訓
と
し
、
偏
見
差
別

を
な
く
し
て
い
く
側
に
立
つ
こ

と
を
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
悲
劇
を
生
ん
だ
「
ら
い
予

防
法
」
の
廃
止
と
新
法
制
定
を

切
望
致
し
ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学

保
健
学
部
一
年
大
越
友
博

ぃ口［［且設‘バニ伝り 津井‘らの
し教 人道口湯へ上日い身
‘会負の所に之行和本患を
彼とを住→草沢つ子語者も
女学中居平津のたは校心と和町入゚ 贔喜瓜〔

来
館
者
の
声

●
看
護
婦

25
オ

女

性

大
変
す
ば
ら
し
く
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
の
苦
し
み
が
っ
た
わ
っ
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
過
去

だ
け
で
な
く
現
在
の
患
者
さ
ん

の
状
態
な
ど
、
ど
こ
ま
で
医
学

が
進
歩
し
た
の
か
を
知
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

●
会
社
員

32オ
男

性

ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
病
に
対

し
て
、
愛
の
心
で
患
者
と
接
し

た
人
々
の
生
き
様
に
感
動
し
た
。

患
者
達
に
お
母
さ
ん
と
慕
わ
れ

た
。
昭
和
八
年
、
喜
寿
の
祝
い

を
受
け
た
後
、
静
養
と
財
産
処

理
の
た
め
帰
国
し
た
。
一
九
三

五
（
昭
和
一

0)
年
帰
草
し
た

が
、
そ
の
秋
か
ら
老
衰
に
よ
り

明
石
の
ミ
ス
・
シ
メ
オ
ン
の
も

と
で
静
養
生
活
に
入
っ
た
。
健

康
は
一
進
一
退
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
一
六
年
―
二
月
一
八
日
、

八
四
オ
で
昇
天
し
た
。
勲
六
等

瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
た
。

●
無
職

67オ
女

性

あ
る
程
度
の
こ
と
は
知
っ
て

い
る
つ
も
り
で
居
ま
し
た
が
、

プ
ロ
ミ
ン
以
前
の
患
者
の
状
態

に
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

●
学
生

20オ
女

性

今
回
二
度
目
だ
と
い
う
の
に
、

や
は
り
前
回
と
同
じ
よ
う
な
シ

ョ
ッ
ク
を
感
じ
ま
す
。
豊
か
で

あ
る
と
言
わ
れ
る
日
本
で
、
現

在
も
差
別
が
続
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

早
く
差
別
的
な
法
律
が
な
く

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で

一
杯
で
す
。

●
無
職

42オ
男

性

一
言
で
言
え
な
い
感
動
、
一

粒
の
麦
の
意
味
の
深
さ
が
理
解

で
き
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

eeeeeeeeeeeeeeee)
 

◎
あ
と
が
き

今
年
是
非
実
現
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
は
①
ら
い
予
防
法
廃

止
と
新
法
制
定
②
面
＇
山
監
督
に

よ
る
映
画
「
見
え
な
い
壁
を
越

え
て
」
ー
声
な
き
者
た
ち
の
証

言
ー
で
あ
る
。
人
間
性
回
復
ヘ

一
歩
一
歩
進
も
う
。
（
修
）
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